11月22日（水）

第283回　関西眼疾患研究会
「ニュースとヒマダネ（記事の読み方扱い方）」

川端　眞一　先生（京都府立医科大学客員講師　元京都新聞編集委員兼論説委員）
今回の講演も前回に引き続き、マスコミのことをお話された。まず初めに、病気腎移植の問題を例にあげられた。10月初めには、臓器移植法に違反する臓器売買として報道されたが、マスコミ各社はこの裏には何かあるとにらんで洗いざらい調べ上げた結果、医師が移植学会に所属していなかったこと、臓器移植ネットの登録私設に登録もしていない、病人（腎臓癌）に同意書をとっていないなど、次々に事実を明らかにした。ニュース報道は大きい事件ほど、現地に大量の人を派遣して調べ、時に周囲の迷惑も省みない。マスコミは日頃から人権について言いながら、事件を調べるときには人権を無視することも多い。今回のニュースはその良い例であると言える。医師の常識が問われる事件が相次ぐ中、マスコミの人間を含め一般人は、医師や専門家にはルール（倫理、法、指針）を守って欲しいという思いがある。一方、守るには知らねばならないため、専門家の育成or専門家との協力体制が必要となる。ルールを破るなら明確な意志と科学的根拠、説得力が必要であるが、今回のケースのように、対応を誤ると病院も個人も抹殺されかねないことになる。知らなかったでは済まされないため、常に意識的・組織的に気をつけなければならない。
新聞の構成は、ニュース面として1面、2面・3面（内政、外電）、経済面、スポーツ面、地方版、社会面からなる。ニュース面はその日に起こったことを載せる。それ以外に、フィーチャー面（２，３日前に完成させる面）として文化面、芸能面、家庭面、美術面、医療面、特集面、解説面がある。日頃、ニュース面はそれほどないので、マスコミは常にニュースを追い求めている。1面にはトップ記事、ほか3つ記事があれば新聞は成り立つ。記者はどうしてもトップ記事を作らないといけない。ニュース原稿の性格から、当日に原稿が必須のものと、ヒマダネ（いつでも使える原稿）を持っていなければいけない。そのほか、予定稿として、何年も前から何もないときの話題を作っている。この予定稿がないとニュース原稿が書けないのである。ニュースがないときにはヒマダネを使う。フィーチャー面の記事、話題、企画・連載、科学・医療記事もヒマダネにはいる。ニュースも生き物で、大きく扱われるときと、そうでないときがある。極端な例では、輪転機がまわる1時間前でもトップ記事がないことがある。記者は日々そういう状況で仕事しており、時に、やらせや嘘が嘘をまねくこともある。大津の連続放火事件はNHKデスクが犯人だったが、原稿を書けといわれるプレッシャーが原因であった。記者への重圧が招いた事件の１例である。

大事件の報道体制には、デスクがいて、若い記者が大量に導入される。本社内に遊軍（50～100人）が大量投入され、現地に前線基地として1～2週間待機する。ワイドショーを含め各社が激しい取材合戦を行うだけでなく、社内でも個人的取材合戦が繰り広げられる。こういった状況は日本のニュース報道の宿命といえる。一方、中堅記者は現場を離れて企画解説記事を扱うことが多い。

ニュース記事は事件だけでなく、ノーベル賞のこと、論文の捏造疑惑、診療報酬など政治的な記事も含む。新聞記者はNatureに発表される論文にも関心を払うが、発表者自らが新聞社に連絡をしてNatureの発行日に新聞に掲載を依頼することもある。

ニュース面をヒマダネで乗り切ることがある。例えば、調査報道として、日本全国あらゆる病院を調査して病院のランクをつけることもある。フィーチャー面の医療面として企画記事もある。企画記事を書くのは個人プレーであり、この場合は自分の思い通りに記事を書くことができる。また、記者にも属性がある。事件記者、政治記者、経済、運動、遊軍、町周り、文化、文芸、芸能、生活、大学・教育記者、科学・学術記者。編集委員・論説委員など。とにかく、新聞記者は紹介したように色々あるが、事件記者とは付き合わないほうが得である？と、川端氏は締めくくられた。



（文責　東原尚代）

